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[主張]　愛國日自肅　－その日だけでは何にもならぬ！―

　愛 (あい)國 (こく)日 (び)が定 (さだ)められてから、第 (だい)二回 (かい)目 (め)の自 (じ)肅 (しゆく)日 (び)が、さる一日 (にち)に行 (おこな)はれた。京 (けい)城 (ぜう)といふ消 (せう)費 (ひ)都 (と)市 (し)を持 (も)つ京 (けい)畿 (き)道 (どう)では、精 (せい)神 (しん)の京 (けい)畿 (き)聯 (れん)盟 (めい)総 (そう)裁 (さい)甘 (かん)薯 (しよ)知 (ち)事 (じ)が自 (じ)肅 (しゆく)勵 (れい)行 (こう)に拍 (はく)車 (しや)をかけた結 (けっ)果 (くわ)、鮮 (せん)の首 (しゆ)都 (と)のその日 (ひ)は素 (す)晴 (ばら)しい成績 (せいせき)をあげたといふことであつた。
　さて自 (じ)肅 (しゆく)というふものは、その當 (たう)日 (じつ)だけで、その他 (ほか)の日 (ひ)は亂 (みだ)れてもよい、といふものではない。定 (さだ)められたその當 (たう)日 (じつ)よりも、寧 (むし)ろ平 (へい)素 (そ)が大 (たい)切 (せつ)なのではあるまいか。奉 (ほう)公 (こう)日 (び)の當 (たう)日 (じつ)完 (くわん)全 (ぜん)に自 (じ)粛 (しゆく)したから、その前 (ぜん)後 (ご)は大 (おほ)いにのびて (・・・)しまつてもいゝ。[footnoteRef:1]といふやうなき違 (ちが)ひがあつては大變 (たいへん)である。道 (みち)の教 (をし)へに〝平常心 (へいぜうのこころ)これ道 (みち)″といふことがある。これは大切 (たいせつ)な人 (ひと)の道 (みち)といふは、一旦 (たん)事 (こと)のあつた際 (さい)とか、指 (し)定 (てい)された時 (とき)とかに限 (かぎ)るのではなく日 (にち)日 (にち)夜 (よ)々の心 (こころ)がけが即 (すなは)ち『平常心 (へいぜうのこころ)』の道 (みち)でなくてはならないのだ。 [1:  「のびて (・・・)しまつてもいゝ。」は『同胞に寄す』では「緩めてしまつてもいゝ、」に変わっている。] 

　毎月 (まいげつ)[の]この自 (じ)肅 (しゆく)も一日 (にち)だけ殊 (しゅ)勝 (しよう)に勵 (れい)行 (こう)し、その他 (ほか)はさまで緊 (きん)張 (ちやう)しない、といふやうな心がけでは、その嚴 (げん)格 (かく)に自 (じ)肅 (しゆく)した當 (たう)日 (じつ)の精 (せう)進 (じん)が、何 (なん)の役 (やく)にも立 (た)たぬことになる。
　然 (しか)し人 (にん)間 (げん)といふものは、不 (ふ)斷 (だん)に感 (かん)情 (ぜう)の動 (うご)きに支 (し)配 (はい)さるゝもので、機 (き)械 (かい)で合 (あは)せたやうに、寸分 (すんぶん)の違 (たが)ひもなく年 (ねん)中 (ちう)張 (は)り切 (き)つてれないのも然 (ぜん)である。
　そこで一年 (ねん)に一度 (ど)や二度 (ど)の號 (ごう)令 (れい)では、ともすれば忘 (わす)れがち、弛 (ゆる)みがち[にも]なるので、毎 (まい)月 (げつ)一日 (にち)を奉 (ほう)公 (こう)日 (び)と定 (さだ)められたのであるから、る十二月 (がつ)のその日 (ひ)は、層 (そう)一層 (そう)の自 (じ)戒 (かい)自 (じ)肅 (しゆく)の超 (てう)緊 (きん)張 (ちやう)を要 (よう)する。
[bookmark: _GoBack]　さる一日 (にち)の夜 (よる)の歡 (くわん)樂 (らく)街 (がい)がことに好 (こう)評 (へう)を博 (はく)したやうであるが、これは歡 (くわん)樂 (らく)街 (がい)當 (たう)事 (じ)者 (しや)が、自 (じ)肅 (しゆく)したことは勿論 (もちろん)であるが、その對 (たい)象 (しやう)となる客 (きやく)筋 (すじ)が、一齊 (せい)に興 (こう)亞 (あ)奉 (ほう)公 (こう)の緊 (きん)張 (ちやう)に自 (じ)省 (せい)したからである。しその前 (ぜん)後 (ご)にどん (・・)騒 (さわ)ぎがつゞけられてゐるとしたら、これは何人 (なにびと)の負 (お)はなければならぬ罪 (つみ)となるだらうか。
